
【企画財政課】

個人を対象とした事業（９事業）

⑦ウオーキングイ
ベント事業

１，２１３千円

外出自粛による運動不足か
ら脱却し、コロナに負けない
強い身体づくりへの一歩と
なるウオーキングイベントを
開催した。
10/3（土）　満天☆星空ウ
オーク（北条改善センター～
山菜の里　約6キロ）

外出自粛による運動不足の解
消が図られた。また星取県の
ビュースポットの一つとなって
いる蜘ケ家山山菜の里までの
道のりを歩くことにより、北栄
町の魅力を再発見することが
できた。
（参加者数　200名）

⑧区域外学校通学
者給食費負担軽減
事業

４４９千円

区域外の小中学校に通う児
童生徒の給食費3か月相当
額を上限に給付金を給付し
た。

新型コロナウイルスにより経
済的な影響を受けた子育て世
代の負担軽減が図られた。

④学校等給食用食
材提供事業

２１，５５１千円
こども園、小中学校に通う
町内児童の給食費を3か月
分免除した。

新型コロナウイルスにより経
済的な影響を受けた子育て世
代の負担軽減が図られた。

⑤生活支援・消費
喚起北栄商品券配
布事業

１３５，３８２千円

町民の生活支援と地域経
済活性化のための消費喚
起を目的として、ほくえい商
品券を全世帯に配布した。
配布額：10千円／人

使用率が98%を超え、町民
の生活支援と地域経済活性
化のための消費喚起が図られ
た。

⑥修学旅行負担軽
減事業

４７０千円

小中学校の修学旅行が感
染防止を目的に延期された
ことにより、旅行費用が当
初予定していたものより超
過した費用分を補助した。

新型コロナウイルス感染対策
を考慮した、児童生徒の安心
安全な修学旅行の実施及び、
その超過分を補助することに
よって保護者の負担軽減が図
られた。

大学、専門学校等に就学し
ている町在住及び町出身の
学生の生活費の負担を支え
るため、給付金を給付した。
自宅外通学者：100千円／
人
自宅通学者：50千円／人

新型コロナウイルスの影響が
ある大学生等へ生活支援を
行うことができた。
自宅外通学者：287人
自宅通学者：70人

②生活支援水道料
金助成繰出金事業

２３，５１３千円

町民の感染予防対策等によ
り拡大した水道使用量に対
する生活支援として、全世
帯・全事業者の上水道基本
料金を3か月間免除した。

新型コロナウイルスの感染予
防対策等により増加した各世
帯の経済負担の軽減が図ら
れた。

③町指定ごみ袋配
布事業

４，０８４千円

生活支援、感染症感染予防
のために、各家庭へ町指定
ごみ袋（大・25枚）を配布し
た。

経済的な影響を受けた世帯の
負担軽減及びごみ袋にコロナ
関連ごみを詰め込みすぎない
ことで破裂等を防止し、感染
予防が図られた。

款 2 総務費
項 1 総務管理費 予　算　現　額 決　　算　　額

目 40
新型コロナウイルス臨時
交付金事業費

498,767千円 468,291千円 

　国の補正予算で創設された「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用して
以下の事業を行った。

事業名 決算額 事業概要 成果

①学生生活支援事
業

３２，２００千円



【企画財政課】

事業者を対象とした事業（１４事業）

⑮中小企業等イ
メージアップ推進
事業

３１，１５７千円

減少した顧客を取り戻すた
めに、町内事業者が実施し
たPRや店舗リニューアルに
要する経費に対して、補助
した。

71件の中小企業者等に支援
を行い、アフターコロナを見据
えた集客力を高める取り組み
につながった。

⑯食と農の魅力創
造支援事業

４９千円

町内農業者及び飲食事業
者による町内農産物を活用
した加工品・メニュー開発
及びPRにかかる経費、町内
農業者及び生産者組織によ
る販売促進にかかる経費に
対して補助した。

JA花き部会が展示会やイベ
ントなどで活用するためのハッ
ピを作成し、北栄町産の花き
のPRと販売促進につながっ
た。

⑫テイクアウト・デ
リバリー等応援事
業

１，９６３千円

新型コロナウイルスの感染
症の拡大に伴う外出自粛に
より、客数が急激に減少し
た町内飲食店を支援するた
めに、商工会が実施した飲
食店の利用を促すクーポン
券事業に対して助成を行っ
た。

16,281枚のクーポン券を発
行し、町民が地域の飲食店を
利用することで地域内循環と
事業の継続につながった。

⑬飲食・宿泊・観光
特別持続化給付金
事業

７，２００千円

外食需要の落ち込み、観光
客の減少に伴い経営に影響
を受けている町内の飲食
店、宿泊業、貸切バス及び
観光用レンタカー事業者に
対し給付金を給付した。

外食自粛等で低迷する34件
の飲食店等に対し、給付金を
支給することで事業継続につ
ながった。

⑭マタニティささえ
あい補助金事業

３００千円

町内に事業所を置く事業者
で、直接雇用する妊娠中の
方に対して、新型コロナウイ
ルスの感染防止に配慮する
ため、賃金を減額せず休暇
を取得させた事業者に対し
て、対象者1人につき1日
15,000円上限75,000円
を助成した。

妊婦の感染拡大を防止すると
ともに、事業所が安心して業
務を継続することができた。
（4件）

事業名 決算額 事業概要 成果

⑩新型コロナ対策
利子補助事業（単
独）

６，３３５千円

新型コロナウイルス感染症
の拡大により深刻な影響を
受けている中小事業者への
利子補助を行い、事業者の
事業継続を支援した。

204件の利子補助を行うこと
で、資金面の安定と事業継続
につながった。

⑪中小企業等持続
化補助金事業

５６，３４０千円

町内に事業所を置く中小企
業者等に従業員数に応じた
助成を行い、事業継続に対
する支援を行った。

171件の中小企業者等に支援
を行い、事業の継続と雇用の
確保につながった。

⑨生活困窮者に対
する生活応援事業

２８７千円

生活困窮状態にある者に対
し、困窮状態から脱却する
ための相談につなげるとと
もに、感染予防物品および
緊急の食糧支援を行った。

新たな生活困窮者の相談につ
ながったほか、困窮者の感染
予防や食糧支援を行うことが
出来た。



【企画財政課】

㉓町内消費拡大支
援事業

10,000千円

町商工会が実施するキャッ
シュレス決済・地域活性化
ポイントカードの導入に必
要な経費を補助した。

システム導入を支援すること
により、キャッシュレス及び地
域内循環の基盤を整えること
ができた。

㉑医療機関包括支
援交付金事業

１，４００千円

新型コロナウイルス感染症
対応により経営が厳しく
なった町内医療機関に交付
金を交付した。

支援金の支給により、医療機
関での感染症対策が進むとと
もに、経営が安定し住民が安
心して受診できるようになっ
た。

㉒中小企業緊急支
援補助金事業

６００千円

令和3年1月から2月の期間
の売上が前年同月と比較し
て70％以上減少しており、
かつ1名以上の常用雇用が
ある町内に事業所を置く中
小企業者等に一律20万円
を補助した。

令和3年1月に都市部におい
て発出された緊急事態宣言に
より大きな影響を受けた3件
の中小企業者等を支援するこ
とにより事業の継続につな
がった。

⑱鳥取中部「おで
かけ応援キャン
ペーン」負担金事
業

１，３００千円

継続的な誘客に繋げるた
め、鳥取中部観光推進機構
が主体となって行う事業に
対して、県中部1市4町で負
担した。
【事業内容】
宿泊を伴う観光客1,000名
に上限額1,000円のクーポ
ンを交付した。

クーポンを利用した県外観光
客がSNSで告知することで、
観光需要回復に向けた旅行
意欲の喚起につなげることが
できた。

⑲グルメストリート
キャンペーン負担
金事業

２００千円

地域事業者への消費を推
進させるため、鳥取中部観
光推進機構が主体となって
行う事業に対して、県中部3
町で負担した。
【事業内容】
山陰道でつながる県中部3
町を「食」をテーマとしたグ
ルメストリートと定めキャン
ペーンを実施。
対象地域、対象店舗間でス
タンプラリーを行い、スタン
プを集めることで地元特産
品が当たる抽選に応募する
ことができる。

県外誘客が困難なコロナ禍に
あって、県民が中部3町の複
数の対象店舗を巡ることで、
地元需要を喚起することがで
きた。

⑳観光バス応援
クーポン事業

２，７４２千円

町内観光バス事業者を支
援するため、町民を含む団
体が利用することができる
割引クーポン券を発行し
た。
日帰り：3万円、宿泊5万円
（※バス代金が割引額を下
回る場合は1/2）

学校活動、旅行に係る町内観
光バス事業者の利用を促進
し、事業継続につながった。
（76件）

⑰ほくえい味覚め
ぐり事業

１，２２３千円

客足が減少し、業況が悪化
している町内観光農園及び
カフェの周遊を促進するた
め、割引クーポン券を発行
した。

３，９８３枚のクーポン券を発
行し、効果的なPRや集客の促
進につながった。



【企画財政課】

農業を対象とした事業（７事業）

㉙肉用牛肥育経営
安定交付金（牛マ
ルキン）積立金支
援事業

８，４７０千円

和牛肥育農家の経営安定
のため、肉用牛肥育経営安
定対策（牛マルキン）を拡充
した。
※牛マルキン制度による補
償金造成に必要な生産者
積立金について１/３を補助
した。

補償の拡充により、生産者の
負担を軽減し、営農の継続に
つながった。

㉚北条ワイン×鳥
取和牛
フレー！冨玲！×
鳥取和牛
販売キャンペーン
事業

１２，６４０千円

価格が戻らない牛肉の家庭
向け消費拡大と売上が落ち
込む酒蔵・醸造所を支援す
るため、牛肉と日本酒・ワイ
ンのセット商品の開発と販
売キャンペーンに必要な費
用を補助した。

町内で新型コロナウイルスに
より大きな影響を受けている
北条ワイン醸造所・梅津酒造
及び鳥取東伯ミートの７６２件
のセット販売につながり、特産
品のPRと消費喚起を促した。

㉖農産物ブランド
推進活動支援事業

４６８千円

すいか・ながいも健康マラソ
ン大会の中止による農産物
の販売に対する影響の緩和
と来年度以降の大会への参
加推進のため、町内農産物
直売所の利用で大会申込
者1人当たり1,000円の割
引を行った。

すいか・ながいも健康マラソン
大会の参加申込者へ通知した
結果、468名から申し込みが
あり、すいか・ながいもの販売
について各1,000円の割引を
行い、北栄町農産物の魅力に
触れる機会を提供できた。

㉗地元産材活用支
援事業

１，１２５千円

地元産材の消費拡大、地産
地消による食育のため、町
内産食材を給食等で優先
的に使用した。

地元産材の利用により、消費
拡大や生徒への食育が図られ
た。

㉘肉用牛肥育緊急
支援事業

２，１８１千円

和牛肥育農家の経営安定
のため、肉用牛肥育経営安
定対策（牛マルキン）を拡充
した。
※標準的販売価格が標準
的生産費を下回った場合
に、その差額の9割が国の
牛マルキン制度で補償され
るが、補償されない部分（補
てん差１割部分）について１/
４を補助した。

補償の拡充により、生産者の
負担を軽減し、営農の継続に
つながった。

㉔緊急雇用対策農
林水産ささえあい
事業

５０千円

新型コロナウイルス感染症
の影響により、一定期間農
作業ができない農業者の事
業継続を支援した。

新型コロナウイルスにより収
穫ができなかった1農家につ
いて、収穫の援農を行い、営
農の継続につながった。

㉕農林水産物流通
改善支援事業

２３８千円

町の特産品である大栄西
瓜、長芋、らっきょう、ぶどう
のブランド力を高めるため
にパンフレット作成及び著
名人へ町農産物を贈り、
SNSを使って宣伝して頂く
ことでPR効果を高める取り
組みを行った。

著名人に西瓜及びポストカー
ドを送りその著名人のSNSで
効果的なPRを行うことができ
た。
（パンフレット作成は令和3年
度へ繰越）

事業名 決算額 事業概要 成果



【企画財政課】

環境整備に関する事業（１１事業）

㊲通いの場安心・
安全確保事業

９３５千円

「いきいきサロン」や「こけな
いからだ体操」などの通い
の場に安心して参加できる
ように、各自治会に非接触
型体温計を配布した。

高齢者が身近な通いの場に
安心して参加できるように
なったほか、各自治会の会合
の際など広く使用され、感染
防止に役立った。

㊴避難所複合災害
対策事業

１，８８９千円

新型コロナウイルスへの対
応を踏まえた避難所の衛生
環境・居住性の向上対策の
ため、折り畳み簡易ベッドや
簡易型避難所テントなどの
必要な物品を購入した。

避難所に必要な物品等の充
実につながった。
（間仕切り、テント、簡易ベッ
ド、テレビの購入及び避難所
のｗｉｆｉ環境を整備）

㉟GIGAスクール
構想整備事業

５１，８１９千円

学習機会確保のため学校・
自宅での非接触型オンライ
ン学習を可能とするGIGA
スクール構想の早期実現に
向けて、小中学校児童生徒
に一人１台タブレットPCを
配備した。

情報端末を整備し、非接触型
オンライン学習環境を整えた。

㊱学校保健特別対
策事業

１４，７５２千円

小中学校の感染症対策を
徹底するために必要な物品
を購入し、また、換気のため
の網戸を設置した。

小中学校の感染症対策に必
要な物品を購入し、児童生徒
が安心して通える環境を整え
た。

㉜新型コロナウイ
ルス感染症対策事
業

３，０４１千円
避難所等の感染症対策の
ため、消毒液や空気清浄機
等の確保を行った。

避難所等の感染症対策の充
実につながった。
（消毒液やウイルス分解装置
10台を購入）

㉝必要物品供給事
業

３，１４８千円

町内の自治会、介護・障が
い者施設、こども園、学校等
に衛生用品（マスク、手指ア
ルコールなど）を供給した。

当時、入手が困難だったマス
ク、手指アルコールを供給す
ることが出来たため、感染予
防に役立った。

４，１５０千円

自粛要請等により花きの需
要が減少する中、公共施設
等に花きを飾ることによって
需要を高めるとともに、利用
者に癒しを提供した。

町内の花農家及び花販売事
業者と連携し、町内の子ども
園や介護施設などへ花苗や生
け花などを送り、新型コロナウ
イルスで自粛のつづく生活に
癒しを提供するとともに、町内
で生産している花苗のPRを
行うことができた。

㉞北栄町花いっぱ
い支援事業

㉛公共的空間安
全・安心確保事業

１，４６３千円
青山剛昌ふるさと館に検温
アラーム付デジタルサイ
ネージを導入した。

入館前の非接触検温が可能
になったことで、ふるさと館入
館者の安全・安心が確保でき
た。

㊳図書館パワー
アップ事業

１，９９１千円
図書館に図書消毒機・防炎
型の透明ビニールフィルム
を導入した。

新型コロナウイルス感染対策
として設置し、利用者の安心、
安全が確保できた。



【企画財政課】

㊶テレワーク・分散
勤務導入事業

１６，５１５千円

新型コロナウイルス感染症
対策のため、町の職員がテ
レワークや分散勤務に対応
できるよう、環境の構築を
行った。

クラスター発生による庁舎の
閉鎖中における在宅勤務、そ
の後の分散勤務に有効に利
用することができた。
（テレワークタブレット27台、
分散勤務用パソコン70台を
購入）

㊵遠隔･オンライン
学習環境整備事業

３，４５６千円

町内７施設（B＆G海洋セン
ター、中央公民館、中央公
民館大栄分館、図書館、ほ
くほくプラザ、北栄みらい伝
承館）にWi-Fi環境および
必要な備品を整備した。

Wi-Fi環境やタブレット端末
などを整備し、リモート会議や
タブレット端末を使った講座な
どを実施した。
（タブレット端末14台、ノート
PC1台、プロジェクター1台、
ビデオカメラ1台　導入）


